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Ebbinghausの図形1 

  

図 1 の Ebbinghausの図形では、右側の大きい円に囲まれた円より、左側の小さい円に

囲まれた円の方が大きく見えます。物理的にはどちらも同じ大きさですが、見た感じでは

左の方が大きく見えます。 

 

 

図１ Ebbinghausの図形 

 

図１は、プログラム PEbbinghaus.dprの実行によって表示されるものです。図１の画面

において、左右の円が同じ大きさに見えるように調節してみます。 

まず、プログラム PEbbinghaus.dprを実行すると次図のフォームが表示されます。 

 

                                                 
1 プログラムの解説は、岡本安晴「Delphiでエンジョイプログラミング：心と行動の科学
がわかる心理学シミュレーション」、CQ出版社、1999 を見て下さい。 
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フォームの「ＧＯ」ボタンのクリックで図１の画面になります。図１の画面の状態で、

「Ｍ」のキー、あるいは「Ｎ」のキーを押すと、左側の円の大きさが大きくなったり小さ

くなったりします。 

２つの円の大きさが等しく見えたところで、画面の上の方にある Show ボタンをクリッ

クします。Showボタンのクリックで図２のように左右の円の直径がピクセル単位で表示さ

れます。左右の円の直径の差が錯視量です。 

 
図２ 「Show」ボタンのクリックで左右の円の直径の表示 

 

図２の画面で「GO」ボタンをクリックすると図３のような画面になります。 

 
図３ 図２の画面で「GO」をクリック 
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図３の画面で、再び「Ｍ」キー、「Ｎ」キーの押下で左右の円の大きさを調整することがで

きます。 

Exitボタンをクリックすると、プログラムは終了します。 


